
165

　　　　麟遡面部＿∴恕

　　　　　　　　　　　十二月の太陽活動

　　　　　　　　　太陽課幹事 柴田淑次
　十二月の太陽面は，中旬著しく活動した，

鮎報告が手許にあったので，

月初めには，肉眼的黒鮎群が出現し彊之れは

ので，此慮にかNける．

陽全膿に比べて，非常に大きい事が分からう・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　今度は珍しく，各観測者の黒

　　　　　　　　　　　　より詳細に活動伏態を知る事が出來た．先づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爲眞にも撮影されてるる

　　　　　　　　　　去る十月の大黒鮎群には及ばないが，これでも太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　且叉此黒丁丁のタ1プは最

もよくあるものであって，閉じて此の檬なタイプで出現するSきは，常に

比較的に大きい群を形成してみる，越えて十四日には署しく下鮎が噌加し

群の藪もにはかにふえた，が併し，いつもの通り，太陽の自門による黒鮎

の西砂ミ，且は，自滅のナこめ，段々言落して月末の二十五日には，あるか

なきかの小黒黙が藪個あるにすぎなかった，観測者の中には見逃がしte方

もあった様な始末である．要するに十二月は案外活動がはげしかったの

　　　　　　　　　　　　　　　で，黒鮎観測者には非常に愉快な月で

　　　　　　　　　　　　　　　あっナニ，

　　　　　　　　　　　　　　　　翻って．今月の窮眞観測を見るに，

　　　　　　　　　　　　　　　誠に，申鐸けない貧弱さであった．こ

　　　　　　　　　　　　　　　れには，色々な理由があるが，一・つは

　　　　　　　　　　　　　　　天氣工合ミ，一つは十二月ミ云ふ月に

　　　　　　　　　　　　　　　責任がある．天氣の悪いのはいつもな

　　　　　　　　　　　　　　　がら，その上，十二月には太陽の緯度

　　　　　　　　　　　　　　　が非常に低い．月末には，南二十三度

　　　　　　　　　　　　　　　牟迄，ひきづられて行くから筒更始末

　　　　　　　　　　　　　　　が悪い，ε云ふのは，こう緯度が低く

　Mlt村上氏　他にすべて柴田　　　　　　　　　　　　　　　・ては太陽の見えてみる時間が非常に

少なくなる．その上，三島撮影に用ひる望遠鏡のはいってみるドームの構

日付 撮影時商 撮影万
一　一

目 時　　分
1 11　10 M
1 14　35

4 10　40 M
5 10　35

5 10　36

7 9　59

7 10　　1

26 11　48

26 11　49
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造上，爲眞撮影時間は，まつ，朝十時前より午後二時すぎ迄，近々四時間

に限られてしまふ　これが大きな原因である。がしかし，こNに非常に有

難いのは，他の撮影者Eして，村上忠敬氏を得ナこ事である．合ひ間合ひ間

に撮って下さるのであるが，それでみて，此の上もなく助かる．此慮に愼

んで感謝の意を表する次第であります，

　最後に一寸付け加へてをく事は，此頃の撮影には，七吋の口径を四吋に

絞ってみる．前には，二吋迄絞ってゐナこが，S“うも，冬は光線がはっきり

しない．現像は相攣らす五分間J（．以上）

10月の流星観測

7充ノ〒ミ言果王蚕…　　　　　’」、　槙　　；曇1　二　　良1；

オリオン座及双子座流星群観測を依頼した慮，次の如く報告があっナこ・

観測者1　槻測地

原田三太耶

田申鐵馬

改獲香鳩

小棋孝二郎’

吉田工一・

大　　分　　市

福　　岡　　市

示申戸市西須：磨

紀伊宥田郡金屋

大　　阪　　市
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　この中＊印のみは夜孚前の観測である．この外名古屋の村地氏より2個

京都の小山氏より1個の報告があったが上の表には省いて置いナこ．

　目的物のOrionidg．及Y－Geminidsの観測も可成の成績を早め得ナこが副

産物xSして他の流星群をも相當に捕へる事が出來ナこ．齪測より導かれナこる

輻射；粘は；次の様である．
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一　観測者
日　附 齪測時間 幅射黒占 流星群 1流星数

一 h　　m　　h　　m α δ

小嶺孝二廓 10月　22口 0＝48－1：58 92．5 十14．5 Orionids 5

改獲香鳩 10　20 0：50－3：36 92．5 十15．5 〃 4

原田三太郎 10　19 1：10－3：50 91 十15 〃 6

小櫃孝二鄭 10　20 2：10－3：30 97 十15 Y－Gelninids 12

同　　　上 10　22 0：48＿1：58 96．5 十14，5 〃 4

同　　　上 10　25 3：38＿4：28 98 十16 〃
5

改糞香鳩 10　20 0：50－3：36 99 十17 〃 9

原田三太郎 10　23 1：0－3：0o4：30－5：5 98 十16 〃 9

同　　　上 10　18 1：30－3：30 63 ＿9 0－Eridallids 8

同　　　上 10　19 1：10－3：50 58 十12 λ＿Taurids 5

同　　　上 10　21 2＝：10－5：30 83 十21 ξ一Taurids
u

16

一
　以上の外，改嚢氏観測（20日）中にτ一Geminidsに屡するもの3個．筆者

（20日）の観測中に山猫座19星附近より嚢射するもの3個を認めてみる．田

中丸の観測中にはペルセ座　プレアデス附近を輻射馳εするもの藪個あっ

ナこ．

20日夜牛後に於けるγ一Geminidsの流星藪は甚だ多藪にして小棋の一人に

て歎へたるもの一丁間内均15個である．しかも大部分は光度は大であって

常に痕iを残してみる．

　原田氏観測の21日に於けるξ一Tauridsは一時間ZF均観測籔は4．4個で縮計

16個の縄路を得られてみる．（1928．11．16）

　附記京都帝大天文墓の小山氏より八月のペルセ流星群の観測を多藪報

告されてるるが未だ整理出來てるないので饗表は訳の機會にゆつる事にし

ナこ，
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憂光星課よリ

　　　　　　　　　　　　　攣光星課より

　面谷用星圖　肉眼用のもの及前議所載のミラ型崩光星の光のものN双眼

鏡用面諭はできてみる．叉吹表の星の星圓も完成してみる．希望者は愛光

星百出照會の事．筒数個の興味ある望遠鏡用のものもお頒ちできる．

ハーバード
　符　號

　OO1620

　034930

　060822

　071044

　072609

　09，　0431

　1336｝］｝：3

　134327

　玉54428

　16r）030a

　18L1205

　19．　IP33

　192150

　1927－15

　201．121

　2132t14

　　星　　　名

く　じ　らの

べルセウスの

ふ　た　この

＆　　　　秀の

いっかζじらの

か　　　　にの

セシタウルスの

ヒ　ド　うの

かんむりの
さ　そ　　りの

海　　　　ての

い　　　　　ての

はくてうの

はくてうの
鱒　　　　響の

はくてうの

T
X
η
L
・
u
聡
丁
脚
盲
想
R
認
㎝
鯉
即
w

極大
光度

り
お
肋
警
備
聞
酒
齢
侃
α
ρ
犯
侃
侃
押
脚
弱

極小
光度

」
洛
2
9
潔
，
π
8

6
6
4
4
6
6
7

0
μ
ゆ
－

津
西
7

1
1

M
り

し1＜

4
湯
9
’
6

乳
7
　
6

週期（H’）

　162

　360　？

　2t3r5

　140

　46

　130

　90．8

　S86

不規則

279．3

　148

不規則

IOO．6

　88．4

不規則

　王30？

分光型

M
恥
M
娩
伽
M
翫
晩
純
麗
歯
㏄
M
M
N
M

　上表は前號の表に洩れナこもの及主εして長週期二二光星で便宜上ケフエ

ウスのδ型の長週期のものも含まれてみるが，何れも双眼鏡，藪センチの

小口径望遠鏡にて日本内地にて観測のできるものばかりである．H．　A，79，

天文月報を参考にした．

　概して前面の表のものより種々の意味で凝測は困難であり，精密な目測

が必要であったが，それだけその齪測結果は便値のあるものである．
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一f一一

　攣光星用手製小望蓮鏡

　封物レンズごしてはなるべく大きな眼鏡店で老眼用のメニスカスでない

　爾凸の焦黒占距離50糎（縁のすってないものを買へば，後で口径を適當に加

減できる）ドー2ヂオプトリp・一　一一一の軍レンズを購ふ攣光星用であるから倍

　率が低くて，廣角度のものが必要なのだから接眼レンズはハィゲンスにし

　て焦黙距離10糎自”ち5倍のものを作る．焦馳距離14糎，7糎の爾凸凹レン

　ズを求め，10糎の距離に貼出せしめる，（天界七ek　366頁参照）14糎の方が

　封物レンズの方に向くのだが，なるべく直径を大きく＞Sる．此の直酒の大

　なる灘覗野が旧くなるのだから購ふ時に氣をつけ右

　筒はボール紙を用ひ長さは50三三，一端に接眼レンズの抜き差しできる

　ようにする．レンズは各一個70銭前後だらう．

　　マウンチングをしっかり工夫すれば，二野は5度位，8等星迄は充分翻測

　ができ，現に此んな望蓬鏡て攣光星を観測してゐられる入もある．（小山）

　　　　　　　　　月蝕寮眞（口系會）の撫牛

　去る十一月27日　皆既月蝕は，全戸を通じて好天氣であっナこため，何所

でも多くの人が之れを見たが，我が倉敷では観測ε講演の會が催されナこ．

其の節，久宗壮山本一清爾氏が協力して，東天に赤く光ってみる月の爲眞

をカビネ型の三三機で撮影した．時刻は午后五時19分，同22分，同24分，

同26分，岡28分，同30分の六回に，夫れ々々2秒乃至5秒の曝爲を試みた，

此の間に月が如何ほ3動いたかが好く圖に表はれてるる．

　ブレテン藷號無代提供　ブレテンの奮號を次の方法で希望者に御途

り致しますからすぐ御申込下さい，工號から・100號まで．但し2．3．5．7．8．

15．21．・23。32，は残部が全く無く其他のものも少いですから多撒の方々の御

希望に副ふ事は野鴨ないかも知れません．ブレテンの獲途は少し手聞がか

Sりますから二月二十FIで受付を締切り二十三日に一度目護途致します．

それで二十日以後の受信は残念ながら御断り致します．

迭料　　10枚毎に試鏡を切手で御断り下さい．
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饗党星襯測報告　（2）

墜発星課幹事　　小　山　駄　雄

　本月は本膳一員次の．三氏の観測を加ヘナこ．

　今津　　績　　兵庫：縣三原郡大野村

　北谷巖兵庫縣洲季：町物部
　原田参太郎　　大分市大分赫通三丁目

　観測報告用紙は申込み次第進呈する．毎月25日までに奮って報告された

い．

　槻測者　　　観測地

今津　績　淡路
北谷　巌　淡路
小山秋雄　　京大天：文皇

中村要京大天丈璽
原田肇太耶　大分市

村上忠敬　京大天丈墓
　備考　　時刻ば日本中央標準時・24時制

　　　　　　　器　　　械
五藤式3センチ望鶏群（40×〉ガリレチ式双眼鏡（4×）

5センチ望遠鏡（25×），プリズム式双眼鏡（8X）

ガリレヲ・式双眼鏡（2・5×）

16センチ反射鏡（46×）
　　　　　　　　　　（1）　（2）
中村8センチ反射鏡（6BX34×）
18センチ屈折（70×）

月　日　時刻 光度 備考　魏測者 月　日　時刻 　　」�x溺拷魏測者　　，　　　　　　　　　　　　　＿

021405　くじら の ・（Cet．） 12　　13　20 7．2 北谷

1928年11　　4　18

@　　8　　18

5．3

T．4

双眼鏡　　今津　　　　　〃

17　21
P8　　21

P9　　21

7．4

V．4

V．5

月　多月雲　　〃

9　　18 5．5 〃
20　　20 7．5 月雲　　〃

10　　18 5．5 〃 i爽の極小は3月末の操定
工I　　I8 5．5 〃

0％155　さんかく の ：R（Trj．）

17　18 5．8 〃

20　　18 6．0 グ 1928年

27　18 6．1 月アリ　　〃 且丘　　4　20 10．2 （1）　　原田

29　　19 6．3 〃 9　　20 10．4 （1）　　　〃

30　　19 6．4 〃 16　　20 10．5 （2　　　〃
30　　20 lLO （1）雲量5〃

12　　1　22 6．5 北谷 12　10　20 11．5 （1）　　　〃

2　　20 6．5 〃 週期比較的短く 面白い星 極小近い・
4　　20 6．6 〃

4　　22 6．9 小山 045哩45ぎょしや の ε（Aur⇒
5　　20 6．7 北谷

6　　19 6．8 今津

1928年11　　4　　19

3．7 双眼鏡　今津
6　　20 6．8 北谷 10　　19 3．7 〃

7　20 6．9 雲アリ　　〃 11　　18 3．7 〃

7　2ユ 6．9 今津 17　18 3．7 〃

8　　21 6．8 北谷 20　　19 3．6 〃

10　　18 く72 今津 22　　n 3．7 〃

10　　22 7．0 北谷 23　　18 3．6 〃

12　　21 7．4 雲ア11　　〃 29　　18 3．7 〃

30　19　「 3．8 〃
1
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